
ヤングケアラー支援に向けた現状と
高齢者介護分野の専門職に期待すること

このたび、「ヤングケアラー」について共通の認識を持ち、必要な支援につなぐ

ことができるよう、高齢者介護分野の専門職向けのマニュアル（暫定版）を作成しま
した。実際に早期発見から関係機関との連携・相談、支援などを行うために、専門家
や当事者等からヤングケアラーの現状や対応策等について学ぶ研修会を開催します。
多くの皆様のご参加をお待ちしています。

日時

内容

令和６年 １月 ２５日 （木） １４：００～１６：００

２． 講演 ヤングケアラー支援に向けた現状と介護担当者への期待

特定非営利活動法人ふうせんの会 常任理事
関西福祉科学大学社会福祉学部 准教授 南 多恵子 氏

徳島グランヴィリオホテル 1Ｆ グランヴィリオホール
（徳島県徳島市万代町3-5-1）

ハイブリッド形式
会場８０名 オンライン１００名

下記URLかＱＲコードより
お申し込みください。（１月２１日締切）

・市町村職員

・地域包括支援センター職員

・居宅介護支援事業所職員

・介護サービス事業所職員

・民生児童委員

・ヤングケアラーに関心がある
保健・医療・福祉関係の方

特定非営利活動法人ふうせんの会
運営メンバー・元ヤングケアラー 川嵜 大介 氏

１． 徳島県高齢者介護分野におけるヤングケアラー支援
マニュアル（暫定版）説明

～地域のサポートを広げるために～

https://forms.gle/86msBySXHshAqH2T6

高齢者介護分野における「つなぐヤングケアラー等支援事業」 徳島県委託事業

講師

定員

場所

参加費無料

対象者

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。



特定非営利活動法人ふうせんの会 常任理事
関西福祉科学大学社会福祉学部 准教授 南 多恵子 氏

特定非営利活動法人ふうせんの会
運営メンバー・元ヤングケアラー

１９７８年生まれ。３歳で父が亡くなり、９歳のときから
祖母、病弱だった母を継続して介護。運動会や修学旅行に
参加できず、高校進学時には定時制を選択。アルバイトを
して介護と離れる時間もあったが、母の死去までケアラー
としての生活が続く。母が亡くなり介護から離れたとき
３８歳になっていた。
以前から気にかけていてくれた近所の方との関わりで、同
じ境遇の人たちが集まる「ふうせんの会」とつながり、参
加。同会の活動で仲間を得て生活も変わる。同じ境遇の子
どもたちの力になりたいと活動中。

講師プロフィール

社会福祉法人大阪ボランティア協会に勤務の後、夙川学院短
期大学、京都光華女子大学、社会福祉法人京都福祉サービス
協会等を経て ２０２３年より関西福祉科学大学で教鞭をと
る。専門領域はボランティアコーディネーション、地域福祉。
一方で、ヤングケアラーの当事者団体である「（特活）ふう
せんの会」の常務理事も務めている。

主催 一般社団法人 徳島県介護支援専門員協会

TEL：088-678-4200 ／ FAX：088-611-7035
Email：info@cma-tokushima.com
URL：https://cma-tokushima.com/

お問い合わせ

（ みなみ たえこ ）

〒770-0866 徳島市末広2丁目1番80号

川嵜 大介 氏
（ かわさき だいすけ ）
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